
子
 
 

和
 
 

薄
 
 

塩
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澤
 
和
 
子
 
 

言
文
一
致
体
の
囁
矢
と
も
見
な
さ
れ
る
明
治
初
期
の
代
表
的
な
啓
蒙
書
、
『
其
政
大
意
』
『
百
一
新
論
』
に
は
一
文
が
1
0
0
字
以
上
か
 
 

ら
な
る
も
の
も
珍
し
く
な
い
。
中
に
は
獅
字
台
3
0
0
字
台
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
字
数
の
多
い
文
は
、
特
に
内
容
的
に
は
一
文
 
 

と
し
て
区
切
る
方
が
論
理
関
係
が
明
白
に
な
る
と
解
せ
る
場
合
で
も
、
接
続
助
詞
な
ど
に
よ
っ
て
次
々
と
つ
な
げ
て
い
る
た
め
、
結
 
 

局
、
節
相
互
の
関
係
に
緊
密
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
構
造
の
あ
い
ま
い
な
文
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
 
 
 

そ
こ
で
本
稿
で
は
啓
蒙
書
類
の
一
つ
『
真
政
大
意
』
を
取
り
上
げ
、
長
文
の
使
用
頻
度
、
長
文
の
文
構
造
、
ま
た
長
文
に
な
る
原
 
 

因
な
ど
に
関
し
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

－
 
『
真
政
大
意
』
の
一
文
の
字
数
と
文
構
造
 
 

（
注
1
）
 
 
 

啓
蒙
書
の
字
数
に
つ
い
て
は
既
に
調
査
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
結
果
を
示
し
て
お
く
（
＜
表
1
＞
参
照
）
。
な
お
、
比
較
 
 

の
た
め
啓
蒙
書
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
口
語
資
料
も
合
わ
せ
載
せ
て
お
く
。
 
 
 

ま
ず
＜
表
1
＞
の
平
均
字
数
を
見
る
と
、
啓
蒙
書
Ⅰ
は
二
著
と
も
高
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
最
多
字
数
は
3
0
0
字
台
で
あ
る
。
参
 
 

考
ま
で
に
『
真
政
大
意
』
と
同
じ
時
代
に
善
か
れ
た
啓
蒙
の
た
め
の
雑
誌
（
『
民
間
雑
誌
』
）
所
載
の
三
種
の
記
事
を
見
る
と
、
平
均
 
 

字
数
は
7
0
字
か
ら
冊
字
ま
で
資
料
に
よ
つ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
最
多
字
数
は
1
机
字
台
か
ら
3
0
D
字
台
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
『
明
六
 
 

雑
誌
』
所
載
の
演
説
資
料
で
は
、
平
均
字
数
が
啓
蒙
書
煩
や
『
民
間
雑
誌
』
よ
り
も
低
く
、
細
字
弱
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
 
 

最
多
字
数
は
1
0
0
字
台
か
ら
綱
字
台
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
文
を
使
用
す
る
候
向
は
啓
蒙
善
心
（
植
木
枝
盛
著
『
民
権
自
由
論
』
）
 
 
 

『
真
政
大
意
』
に
お
け
る
長
文
の
使
用
と
そ
の
問
題
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＜表1＞  

『民 間 雑 誌』  『明六雑誌』   啓書 凹  演説  

啓蒙書l                   其政  官一  日発明  美音利  青砥  内地  民選  民権  言文   東治3  明治7  明治7  明治7  明治7  明治7  明治8  明治12  明治34   

合計字数  6，986  5，388  519  1，798  2，8餅）  3，523  3，500  4，287  2，326   

平均字数  116  四  74  叫 69   59  58  72  39   

最多字数  332  305  175  284  378  呵 211   374  94   

最少字数  17l15   21  23  12  14l7  7  10   
に
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
三
十
年
代
の
演
説
（
こ
れ
は
言
文
二
敦
体
に
近
い
 
 

位
置
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
だ
が
）
で
は
、
明
治
十
年
以
前
の
口
語
資
料
と
は
違
っ
て
、
 
 

平
均
字
数
、
最
多
字
数
と
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
長
文
の
使
用
ほ
、
近
代
文
体
と
し
て
の
言
文
一
致
体
の
成
立
を
 
 

考
え
る
上
で
避
け
て
通
る
こ
と
の
出
来
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
平
 
 

均
字
数
、
最
多
字
数
と
も
高
い
数
億
を
示
し
て
い
る
『
真
政
大
意
』
を
取
り
上
げ
、
長
文
の
文
 
 

構
造
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
長
文
の
文
構
造
を
解
析
す
る
に
あ
た
り
、
森
岡
 
 

健
二
著
「
複
文
の
構
造
」
（
『
口
語
文
法
講
座
』
2
 
明
治
書
院
 
昭
和
四
〇
年
）
を
参
考
に
す
 
 

る
。
ま
ず
「
複
文
の
構
造
」
を
概
略
し
て
お
く
。
 
 
 

「
複
文
の
構
造
」
で
は
、
ま
ず
文
の
構
造
を
観
察
す
る
に
あ
た
り
、
橋
本
文
法
に
準
拠
し
て
 
 

「
文
節
の
『
切
れ
る
』
『
続
く
』
と
い
う
承
接
関
係
の
み
に
留
意
し
て
観
察
を
進
め
て
い
」
（
5
7
 
 

ペ
ー
ジ
）
く
方
法
を
取
る
。
そ
し
て
単
文
の
構
造
の
観
察
を
出
発
点
と
し
て
、
「
『
切
れ
る
文
節
』
 
 

（
筆
者
㊧
述
語
）
と
「
そ
れ
に
直
接
続
く
文
節
」
（
⑳
連
用
従
属
文
節
）
と
だ
け
か
ら
な
る
文
 
 

を
一
次
文
と
呼
」
（
甲
へ
ー
ジ
）
び
、
以
下
「
切
れ
る
文
節
」
を
基
本
と
し
て
他
の
文
節
と
の
 
 

相
互
関
係
を
各
謹
符
号
を
用
い
て
図
解
す
る
方
法
を
取
る
。
図
解
に
あ
た
り
次
の
よ
う
な
符
号
 
 

が
使
わ
れ
る
。
 
 

。
並
立
関
係
の
つ
な
が
り
ほ
 
 

。
連
用
従
属
関
係
の
つ
な
が
り
は
 
－
 
 

。
連
体
従
属
関
係
の
つ
な
が
り
は
 
1
 
 
例例例  

＋  

い  
な  Jl  

咲
い
た
 
 
鳥
が
 
 

花
 
 
き
れ
い
な
 
 

こ
の
 
 

↓
 
花
 
 
 

本  
Jll   

十花   
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B
 
並
立
文
（
節
と
節
と
が
全
体
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
資
格
で
並
立
す
る
場
合
。
横
に
広
が
る
多
系
列
の
文
を
構
成
す
る
）
 
 
 

1
 
条
件
並
立
節
を
含
む
文
（
重
文
）
 
 
 

主
要
節
と
従
属
節
、
あ
る
い
は
従
属
節
相
互
が
、
順
接
、
逆
接
、
仮
定
、
確
定
、
因
果
、
継
続
、
補
充
な
ど
の
関
係
で
並
立
す
 
 

る
文
 
 

以
上
含
む
文
と
規
定
」
す
る
。
「
節
」
（
一
次
文
的
構
造
）
と
い
う
の
ほ
「
文
節
と
文
節
と
が
連
用
従
属
関
係
で
結
ば
れ
る
構
文
」
 
 

（
甲
へ
ー
ジ
〕
の
こ
と
で
、
符
号
S
で
表
す
。
複
文
を
構
成
す
る
節
を
「
切
れ
る
文
節
を
含
む
節
を
主
要
節
、
そ
の
他
の
節
を
従
属
節
 
 

（
並
立
・
独
立
・
挿
入
等
の
節
も
含
め
て
）
 
と
呼
」
ぴ
 
（
6
9
・
7
0
ペ
ー
ジ
）
、
主
要
節
対
従
属
節
お
よ
び
従
属
節
相
互
の
関
係
、
お
よ
 
 

び
従
属
節
の
構
造
を
観
察
す
る
。
こ
こ
で
は
複
文
の
種
類
と
し
て
次
の
九
稔
を
上
げ
て
い
る
。
 
 

A
 
有
属
文
（
従
属
節
が
主
要
節
の
中
の
特
定
の
成
分
の
内
部
に
発
生
す
る
場
合
。
高
次
の
文
を
構
成
す
る
。
）
 
 

一
文
節
相
当
の
連
文
節
は
 
 
＝
 
 

と
、
各
々
の
符
号
を
用
い
て
表
す
。
 
 
 

こ
の
単
文
の
構
造
を
基
本
に
し
て
、
 
 

程
度
表
示
の
成
分
は
 
 

2
 
述
語
節
を
含
む
文
（
総
主
語
を
含
む
文
）
 
 

3
 
準
用
節
を
含
む
文
 
 

4
 
連
体
従
属
節
を
含
む
文
 
 

5
 
引
用
節
を
含
む
文
 
 

独
立
成
分
は
 
 

1
一
文
節
相
当
の
節
を
含
む
文
（
単
文
に
準
ず
）
 
 
本
を
・
1
－
見
る
が
＝
よ
い
 
 

次
に
複
文
の
構
造
の
解
明
に
進
ん
で
い
く
。
 
 

例
 
し
か
し
 
 
 

机
冊
J
あ
る
 
 

例
 
か
な
り
～
高
く
 
 

例
 
流
れ
て
＝
い
る
 
 白

っ
ば
い
・
1
緑
の
i
か
た
ま
っ
て
＝
い
る
S
林
な
ー
1
見
た
 
 

あ
そ
こ
へ
 
 
一
 
行
く
の
は
－
＄
－
い
や
だ
 
 
 

象
は
1
 
「
鼻
が
 
ー
 
長
い
 
S
 
 

二
間
か
な
い
 
 

か
れ
が
 
一
 
行
っ
た
と
＝
い
う
1
半
よ
話
は
・
－
－
 
 

I
 
飛
ぶ
 
 
 

気
に
＝
な
る
 
 も
う
～
少
し
～
ゆ
っ
く
り
 
一
 
歩
き
な
さ
い
 
 

上
京
し
て
＝
以
来
 
 
 

複
文
と
は
「
一
次
的
構
文
、
つ
ま
り
節
を
二
回
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以
上
複
文
の
構
造
の
概
略
を
述
べ
て
き
た
が
、
今
こ
こ
で
こ
の
複
文
の
構
造
図
を
参
考
に
、
『
真
政
大
意
』
 
の
一
文
を
取
り
上
げ
 
 

具
体
的
に
図
解
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

急
い
で
 
ー
 
帰
ろ
う
 
 

2
 
対
等
並
立
節
を
含
む
文
（
合
文
）
 
 
 

4
 
挿
入
節
 
 

一
つ
の
節
を
構
成
す
る
成
分
の
間
に
、
文
脈
の
臭
っ
た
他
の
節
を
割
り
込
ま
せ
る
構
文
 
 

3
 
独
立
節
 
 
 

文
の
成
分
と
し
て
の
独
立
語
が
節
に
ょ
 
 

君
が
 
一
 
失
放
す
る
と
ほ
 
 

こ
れ
ほ
 
 

全
く
 
 

主
要
節
と
従
属
節
、
 
 

山
よ
り
 
 

海
よ
り
 
 

ト
ロ
 
ッ
コ
は
＼
－
 
 

三
人
の
1
力
が
し
 
 

突
然
－
 
 

ご
ろ
り
と
 
1
 
 

車
輪
を
ー
 
 

日
が
 
－
 
暮
れ
る
か
ら
 
S
 
 

↑
 
 

あ
る
い
は
従
属
節
相
互
が
、
対
等
に
並
立
す
る
文
 
 

／
一
揃
う
と
 
 
S
 
 

＝
 
 

－
ま
わ
し
た
 
S
 
 

S
 
 

」
 
 

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
 
 

意
外
だ
っ
た
 
S
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〔
例
文
1
〕
は
、
一
文
が
l
洪
字
（
句
読
点
除
く
）
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
文
中
に
8
偶
の
節
を
包
含
し
て
お
り
、
節
と
節
ほ
横
 
9
 
 
 

治
法
ト
ハ
 
 

ト
 
 

所
謂
∵
■
↓
「
治
安
ノ
↓
慧
タ
ル
↓
憲
法
制
度
ノ
‖
”
＝
コ
ト
ヲ
 
 

摘
㌍
い
」
 
 

今
日
i
施
行
ス
〟
よ
丁
治
安
 
 

元
来
 
－
 
 

〔
例
文
1
〕
 
（
其
政
大
意
）
 
 
 

乍
壌
 
 

素
卜
 
 

国
政
三
 
 

治
法
ト
 
 

＋
 
 

治
術
ト
ノ
1
 
二
通
リ
ガ
 
 政

体
略
ニ
ハ
 
 

此
1
治
法
ノ
＝
＝
コ
■
ト
ノ
ミ
ヲ
 
 

シ
 
 

此
－
・
1
ニ
ッ
ハ
 
 

国
政
ノ
＝
上
ニ
＝
於
テ
 
 

決
シ
テ
 
 

一
ッ
モ
 
 

－
 
 

ア
リ
テ
 
 
‰
 
 

］
■
 
 酎

㌔
l
車
輪
鳥
責
ノ
讐
“
言
ふ
 
 

－
欠
ク
＝
コ
ト
ハ
＝
出
来
ヌ
デ
＝
ゴ
ザ
ル
 
 

概
論
敦
シ
タ
＝
コ
ト
ナ
レ
ド
 
‰
 
 

云
ヒ
 
 

由
・
ス
‖
＝
コ
、
ト
デ
 
 

二
様
ノ
＝
コ
ト
故
 
 

・S4 ＋ S2  
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に
広
が
る
「
多
系
列
」
の
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
8
個
の
節
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
S
l
で
は
主
席
を
提
起
し
、
 
 

次
い
で
S
l
の
内
容
に
つ
い
て
鮎
と
乱
で
細
か
く
説
明
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
‰
と
‰
は
対
等
並
立
の
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
 
 

る
。
ま
た
‰
は
連
体
従
属
節
と
し
て
凱
の
構
成
に
関
与
し
て
い
る
。
‰
は
内
容
的
に
は
‰
と
‰
を
貴
け
て
そ
れ
ら
を
締
め
括
る
 
 

形
を
取
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
同
時
に
‰
に
対
し
理
由
と
結
論
の
関
係
で
繋
っ
て
も
い
る
。
‰
は
‰
を
承
け
て
い
 
 

る
形
を
と
り
な
が
ら
、
前
後
の
節
と
緊
密
な
承
接
関
係
を
持
つ
こ
と
な
く
、
先
へ
先
へ
と
繁
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
 
 

る
よ
う
に
も
解
せ
る
が
、
内
容
的
に
‰
と
条
件
並
立
関
係
で
繁
っ
て
い
る
。
そ
の
繁
り
は
緊
密
で
は
な
い
。
な
お
‰
と
‰
ほ
独
立
 
 

節
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
〔
例
文
1
〕
 
は
、
節
相
互
が
、
あ
た
か
も
連
句
の
よ
う
に
、
前
後
の
節
と
あ
る
い
は
離
れ
た
節
と
何
 
 

ら
か
の
意
味
関
係
を
保
ち
な
が
ら
並
立
す
る
構
造
を
取
っ
て
お
り
、
だ
ら
だ
ら
文
の
典
型
と
も
言
う
ペ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
 
 

こ
で
こ
の
よ
う
な
だ
ら
だ
ら
文
を
、
内
容
的
に
は
一
文
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
節
（
独
立
節
と
し
て
処
理
す
 
 

る
）
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ら
8
個
の
節
は
次
の
よ
う
に
分
類
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
連
体
従
 
 

属
節
（
‰
）
、
条
件
並
立
節
（
‰
）
、
対
等
並
立
節
（
‰
）
、
独
立
節
（
S
l
翫
口
部
‰
）
、
主
要
節
（
‰
）
の
よ
う
に
で
あ
る
。
こ
の
よ
 
 

う
に
整
理
す
る
ど
、
こ
の
文
は
一
文
中
に
独
立
節
を
4
つ
も
含
む
構
造
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
独
立
節
、
 
 

つ
ま
り
「
ア
リ
刊
S
l
J
「
申
ス
＝
コ
ト
可
翫
」
「
概
論
致
シ
タ
＝
コ
ト
ナ
レ
H
‰
」
は
、
「
テ
、
デ
、
ド
」
 
な
ど
に
よ
っ
て
中
止
す
 
 
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
、
長
文
化
の
原
田
は
こ
の
独
立
節
を
多
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
 
 

る
。
 
 
 

実
を
一
宇
見
は
、
今
〔
例
文
1
〕
で
見
た
よ
う
な
横
に
広
が
る
文
の
構
造
図
は
、
『
真
政
大
意
』
の
長
文
全
体
に
わ
た
っ
て
か
な
り
 
 

廟
著
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
系
列
の
文
を
構
成
す
る
の
は
、
一
つ
に
は
独
立
節
を
多
用
す
る
こ
と
、
二
つ
に
ほ
独
立
節
を
 
 

含
め
条
件
並
立
節
や
対
等
並
立
節
な
ど
を
多
用
す
る
こ
と
に
原
田
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
真
政
大
意
』
に
現
わ
れ
 
 

る
節
の
種
類
と
頻
度
を
調
べ
、
そ
の
中
で
独
立
節
な
ど
の
節
が
ど
の
位
の
割
合
で
現
わ
れ
る
の
か
押
さ
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
分
 
 

析
の
対
象
と
し
て
3
5
文
を
選
ん
だ
。
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＜表2＞  

2
 
文
の
構
造
上
の
特
徴
 
 

分
析
の
結
果
、
気
付
い
た
点
を
箇
条
書
き
に
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

一
、
3
5
文
中
、
単
文
は
わ
ず
か
2
文
で
し
か
な
く
、
あ
と
は
す
べ
て
複
文
（
3
3
文
）
 
で
あ
る
。
 
 

二
、
複
文
、
3
3
文
を
分
類
す
る
と
（
∧
表
2
＞
参
照
）
、
単
純
な
構
造
の
も
の
 
（
た
と
え
ば
主
要
 
 
 

節
と
従
属
節
一
つ
か
ら
成
る
も
の
）
 
は
少
な
く
、
大
半
ほ
一
文
中
に
有
属
文
や
並
立
文
を
構
成
 
 
 

す
る
幾
つ
か
の
節
を
数
種
包
含
し
て
い
る
よ
う
な
構
造
を
取
る
も
の
 
（
主
要
節
と
二
つ
以
上
の
 
 

従
属
節
か
ら
成
る
も
の
）
 
で
あ
る
。
 
 

三
、
3
3
文
の
複
文
中
に
現
わ
れ
る
節
は
、
有
属
文
を
構
成
す
る
節
（
一
文
節
相
当
の
節
盟
、
準
用
 
 
 

節
3
1
、
連
体
従
属
節
2
3
、
引
用
節
6
）
 
の
合
計
8
8
個
と
、
並
立
文
を
構
成
す
る
節
（
条
件
並
立
 
 
 

節
亜
、
対
等
並
立
節
2
1
、
独
立
節
5
4
、
挿
入
節
7
）
 
の
合
計
描
個
、
両
者
合
わ
せ
て
描
個
で
あ
 
 
 

る
。
平
均
す
る
と
一
文
中
に
有
馬
文
を
構
成
す
る
節
は
‖
個
、
並
立
文
を
構
成
す
る
節
は
拍
・
8
個
、
 
 
 

合
計
6
・
5
個
の
節
を
用
い
て
い
る
計
算
と
な
る
。
並
立
文
を
構
成
す
る
節
の
方
が
多
い
た
め
、
結
 
 
 

果
的
に
横
に
広
が
る
文
構
造
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
調
査
の
対
象
と
し
た
3
5
文
の
中
に
は
、
一
文
中
に
2
1
個
の
節
（
一
文
節
相
当
の
節
 
 
 

1
、
準
用
節
7
、
連
体
従
属
節
2
、
引
用
節
1
、
条
件
並
立
節
3
、
対
等
並
立
節
1
、
独
立
節
 
 
 

5
、
挿
入
節
1
）
 
を
含
む
も
の
が
あ
っ
た
。
 
 

四
、
並
立
文
を
構
成
す
る
節
り
中
で
頻
度
が
高
い
の
は
、
独
立
節
と
条
件
並
立
節
で
あ
る
。
特
に
 
 
 

独
立
節
は
一
文
中
に
平
均
‖
個
の
割
合
で
使
わ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
一
文
中
に
独
立
節
 
 
 

が
ど
の
位
含
ま
れ
て
い
る
か
を
見
る
と
、
独
立
節
を
一
つ
含
む
文
は
1
1
文
、
以
下
二
つ
含
む
文
 
 
 

は
8
文
、
三
つ
含
む
文
は
2
文
、
四
つ
含
む
文
は
4
文
、
五
つ
含
む
文
は
1
文
あ
っ
た
。
 
 
 

な
お
条
件
並
立
節
ほ
一
文
中
に
平
均
1
・
l
個
の
割
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
多
い
も
の
で
一
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文
中
に
五
つ
も
使
っ
て
い
る
の
が
あ
る
。
ま
た
中
に
は
二
つ
の
節
同
士
で
は
な
く
、
三
つ
の
節
相
互
が
条
件
並
立
の
関
係
で
結
ば
 
 
 

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
 
 

五
、
従
属
節
が
、
主
要
節
と
か
従
属
節
を
構
成
す
る
あ
る
成
分
（
例
え
ば
連
用
成
分
と
か
連
体
成
分
な
ど
）
 
の
内
部
に
発
生
す
る
場
 
 
 

合
が
あ
る
。
つ
ま
り
準
用
節
、
連
体
従
属
節
、
引
用
節
な
ど
を
作
る
節
と
条
件
並
立
と
か
対
等
並
立
の
関
係
で
接
し
て
い
る
節
の
 
 
 

こ
と
で
あ
る
 
（
（
 
）
 
の
数
字
参
照
）
。
こ
れ
ら
は
、
数
の
上
か
ら
言
え
ば
さ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
幾
つ
か
こ
の
よ
う
 
 
 

な
節
が
挿
入
し
て
く
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
論
の
流
れ
が
一
時
中
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
文
全
体
の
論
理
関
係
は
緊
密
さ
を
欠
い
た
も
 
 
 

の
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
啓
蒙
書
で
は
往
々
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
、
五
項
目
に
絞
っ
て
整
理
し
て
み
た
。
結
果
と
し
て
、
啓
蒙
書
の
文
章
に
は
、
有
属
文
や
並
立
文
を
構
成
す
る
節
、
特
に
独
 
 

立
節
や
条
件
並
立
節
の
よ
う
な
並
立
文
を
構
成
す
る
節
が
多
く
使
わ
れ
て
叱
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
 
 

節
の
多
用
は
お
そ
ら
く
節
を
構
成
す
る
節
末
の
形
態
の
使
用
に
問
題
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
し
節
相
互
の
接
続
関
係
 
 

が
緊
密
で
あ
れ
ば
、
並
立
文
を
構
成
す
る
節
が
一
文
中
に
幾
つ
も
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
 
 

は
並
立
文
を
植
成
す
る
節
の
使
用
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
が
可
能
な
の
は
並
立
節
を
構
成
す
る
形
態
に
そ
 
 

れ
を
許
す
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
次
に
節
を
構
成
す
る
節
末
の
形
態
と
そ
の
意
味
・
用
法
の
問
 
 

題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

3
 
並
立
文
を
構
成
す
る
従
属
節
の
節
未
の
形
態
 
 

ま
ず
並
立
文
を
構
成
す
る
従
属
節
の
節
末
が
ど
の
よ
う
な
形
態
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。
こ
こ
で
は
条
 
 

件
並
立
節
、
対
等
並
立
節
、
独
立
節
、
挿
入
節
に
分
類
し
、
各
節
ご
と
に
そ
の
節
末
形
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
結
果
は
＜
衰
3
＞
の
よ
 
 

う
で
あ
る
。
 
 
 

節
夫
形
の
合
計
を
見
る
と
、
節
末
の
形
態
で
最
も
頻
度
の
高
い
の
は
、
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
中
止
形
「
で
」
の
使
用
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
専
ら
独
立
節
で
使
っ
て
い
る
。
次
に
高
い
の
は
接
続
助
詞
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
文
語
と
口
語
の
両
形
が
あ
り
、
種
類
は
幾
分
 
 

口
語
の
方
が
多
い
よ
う
だ
が
、
頻
度
の
高
い
の
は
あ
る
特
定
の
助
詞
に
限
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
文
語
助
詞
で
は
「
ド
・
ド
モ
、
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＜表3＞『真政大意』  

従属節の節末形    条件並立  対等並立  独立節  挿入節  合  計   
ド・ドモ  2  6   8  

文  4  2  6  

トモ  
（モノ）故  9  1  10  

接  （モノ）故ニ  

1／テ  1  

語      †イへドモ  

続  トテ  2  

ダリ  
ガ  1  11  12  

口  8  8  

助  ケレド（モ）  

6  1  3  10  

ト  2  

詞  テモ  
トコロデ  
トコロガ  

語  8  3  8  

ナガラ  1  

ノデ  
テハ  

l  

複  3  S   

A  

助  
詞  
そ  
の  
他  

動詞   知り（知ラズ）etc    田  四   

体言止   コト（教エ）  ロ   ロ  2 2 

合      計    45  21  54  7  127  
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⑳
接
続
助
詞
の
分
類
に
閲
し
文
語
語
助
詞
は
、
橋
本
進
吾
著
『
新
文
典
別
記
・
文
語
篤
』
（
冨
山
房
・
昭
和
二
六
）
 
で
文
語
助
詞
と
し
て
扱
 
 

っ
て
い
る
も
の
、
ま
た
、
口
語
助
詞
は
、
橋
本
進
吾
著
『
助
詞
・
助
動
詞
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
）
の
「
嘗
三
幸
助
詞
の
分
類
」
で
現
代
の
 
 

口
語
助
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
助
詞
は
、
「
複
合
助
詞
・
そ
の
他
」
と
し
て
処
理
し
た
。
 
 
 

ニ
、
故
」
、
口
語
助
詞
で
は
「
ガ
、
カ
ラ
、
バ
、
テ
」
な
ど
が
頻
度
の
高
い
も
の
と
言
え
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
 
「
テ
」
助
詞
の
 
 

頻
度
が
高
い
の
は
注
意
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
接
続
助
詞
の
中
で
、
条
件
並
立
節
と
独
立
節
の
両
方
に
現
わ
れ
る
の
は
「
ド
・
 
 

ド
モ
、
ニ
／
ガ
、
テ
」
で
あ
り
、
こ
の
中
で
「
ド
・
ド
モ
、
ガ
」
ほ
条
件
並
立
節
よ
り
独
立
節
の
方
が
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

「
テ
」
ほ
条
件
並
立
節
、
独
立
節
、
対
等
並
立
節
の
三
っ
に
現
わ
れ
る
が
、
前
二
者
で
の
使
用
が
主
流
を
占
め
て
い
る
。
接
続
助
 
 

詞
に
次
い
で
頻
度
の
高
い
の
は
、
動
詞
の
運
用
中
止
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
専
ら
対
等
並
立
節
で
の
使
用
に
限
ら
れ
て
い
る
 
（
挿
入
節
 
 

に
含
め
た
も
の
も
対
等
並
立
節
の
用
法
で
あ
る
）
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
先
に
『
真
政
大
意
』
の
文
の
長
文
化
す
る
原
因
の
一
っ
と
し
て
独
立
節
の
頻
度
が
高
い
点
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
独
 
 

立
節
を
構
成
す
る
形
態
は
、
助
動
詞
「
ダ
」
の
中
止
形
「
デ
」
を
筆
頭
に
、
接
続
助
詞
「
ガ
、
テ
、
ド
モ
、
ニ
」
な
ど
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
こ
の
う
ち
助
動
詞
「
デ
」
は
、
「
（
コ
ト
）
デ
ゴ
ザ
ル
」
（
『
其
散
大
意
』
の
場
合
）
 
の
よ
う
に
「
ゴ
ザ
ル
」
に
連
な
っ
て
指
定
の
 
 

意
を
表
わ
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
ほ
「
（
コ
ト
）
デ
」
 
の
よ
う
に
中
止
法
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
前
件
と
後
件
の
 
 

論
理
関
係
は
緊
密
さ
を
欠
い
た
も
の
と
な
り
、
条
件
並
立
や
対
等
並
立
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
後
件
に
繋
が
っ
て
い
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
ま
た
接
続
助
詞
「
ガ
」
は
、
「
元
来
順
逆
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
接
続
助
詞
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
前
件
 
 

と
後
件
の
論
理
関
係
を
明
白
に
す
る
こ
と
な
く
繋
げ
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
テ
、
ニ
」
も
そ
の
懐
向
が
強
い
。
 
 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
『
異
政
大
意
』
の
長
文
化
の
原
因
は
、
助
動
詞
「
デ
」
や
節
相
互
の
緊
張
関
係
を
欠
く
よ
う
な
接
続
助
詞
を
多
 
 

用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
問
題
と
な
る
接
続
助
詞
の
二
つ
 
「
ガ
」
を
取
り
上
げ
て
検
 
 

討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

4
 
接
続
助
詞
 
ガ
 
 

接
続
助
詞
の
「
が
」
は
格
助
詞
「
が
」
か
ら
分
派
、
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
文
語
と
口
語
の
両
方
で
使
わ
れ
る
が
、
こ
こ
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で
は
「
が
」
の
接
す
る
形
態
か
ら
考
え
て
口
語
と
し
て
処
理
し
た
。
「
が
」
に
つ
い
て
は
、
「
元
来
、
順
逆
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
接
 
 

続
助
詞
で
あ
る
。
」
（
『
古
典
語
現
代
語
 
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
描
ペ
ー
ジ
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
逆
接
の
意
味
だ
け
で
使
 
 

わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
裏
政
大
意
』
に
も
こ
の
債
向
が
強
い
。
今
こ
こ
で
 
『
日
本
文
法
大
辞
典
』
の
「
が
」
の
意
味
分
解
を
 
 

参
考
に
、
『
真
政
大
意
』
の
用
例
を
分
類
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
参
考
に
す
る
「
が
」
の
意
味
は
次
の
三
っ
に
分
類
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 

A
 
述
べ
ら
れ
る
事
柄
の
題
目
や
場
面
、
あ
る
い
は
前
置
き
を
提
示
し
、
関
連
す
る
後
の
叙
述
に
結
び
つ
け
る
。
 
 

例
 
山
田
と
申
し
ま
す
前
、
御
主
人
ほ
御
在
宅
で
し
ょ
う
か
 
 

B
 
二
つ
の
事
柄
を
対
比
的
に
結
び
つ
け
る
 
 
 

a
前
件
に
述
べ
た
事
柄
に
つ
け
加
え
て
、
そ
れ
と
共
存
す
る
関
係
に
あ
る
事
柄
を
後
件
で
述
べ
る
。
 
 

例
 
彼
は
か
ら
だ
も
大
き
い
剰
、
力
も
あ
る
 
 
 

b
前
件
に
述
べ
る
事
柄
と
後
件
に
述
べ
る
事
柄
が
、
対
比
的
な
、
あ
る
い
ほ
矛
盾
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。
 
 

例
 
筋
ほ
お
も
し
ろ
い
が
、
文
章
ほ
ま
ず
い
ね
 
 

C
 
「
・
…
‥
う
（
よ
う
）
が
‥
…
・
ま
い
が
」
の
形
で
、
後
件
に
述
べ
る
事
柄
が
前
件
の
事
柄
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
 
 
 

こ
と
を
表
す
 
 

例
 
あ
い
つ
が
行
こ
う
ポ
、
行
く
ま
い
調
、
ぼ
く
の
知
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
さ
 
 

さ
て
、
こ
の
分
類
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
「
が
」
の
意
味
を
整
理
す
る
と
、
『
真
政
大
意
』
（
全
文
）
 
で
は
A
の
意
味
の
例
が
最
も
多
く
、
 
 

8
4
例
中
7
5
例
を
占
め
て
い
る
。
あ
と
ほ
B
の
意
味
が
8
例
、
C
の
意
味
が
1
例
で
あ
る
。
 
 

A
 
題
目
や
場
面
、
前
置
き
の
提
示
（
7
5
例
）
 
 
 

題
目
や
場
面
な
ど
を
提
示
す
る
場
合
、
「
が
」
 
に
後
続
す
る
形
麿
に
は
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

‥
・
■
 
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
ガ
、
其
＝
…
・
露
例
 
 
 

前
件
の
内
容
を
「
其
、
此
、
中
二
就
テ
、
是
レ
ハ
、
夫
レ
ハ
、
皆
、
多
ク
ハ
」
な
ど
で
承
け
て
後
件
を
展
開
さ
せ
る
。
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⑪
憲
法
ト
イ
フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
故
、
決
シ
テ
…
…
風
俗
ヲ
傷
ル
様
ナ
コ
ト
杯
ヲ
許
ス
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
ガ
、
併
シ
箇
様
ナ
弊
サ
ヘ
ナ
イ
 
 

コ
ト
ナ
ラ
バ
、
其
余
ハ
都
テ
人
々
ノ
働
キ
次
第
二
任
セ
テ
置
テ
 
M
 
 
 

⑫
実
二
難
シ
キ
コ
・
ト
ト
見
エ
ル
加
、
併
シ
呉
々
モ
鳳
矧
勢
力
ニ
ッ
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
唯
書
生
論
デ
政
体
憲
法
バ
ヵ
リ
立
派
二
立
チ
 
 

タ
所
ガ
、
決
シ
テ
何
ノ
詮
盲
ナ
イ
ノ
・
・
、
ナ
ラ
ズ
、
却
テ
害
サ
ヘ
モ
ア
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
川
 
 

㊤
⑬
互
ヒ
ノ
権
利
義
務
卜
云
フ
モ
／
ハ
種
々
様
々
ニ
ア
リ
テ
、
枚
挙
ス
べ
キ
コ
ト
デ
ハ
ゴ
ザ
ラ
ヌ
刺
、
刊
斗
軌
列
、
唯
尋
常
ナ
ル
権
 
 

利
義
務
ノ
二
三
例
ヲ
挙
ゲ
テ
見
レ
バ
、
4
7
 
 
 

⑤
殊
ニ
ハ
カ
ヲ
極
メ
テ
君
主
ノ
専
権
ヲ
痛
斥
シ
タ
程
ノ
人
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
、
其
位
ノ
人
デ
サ
ヘ
」
別
段
・
‥
…
川
 
 
 

⑥
併
シ
亜
米
利
加
デ
ハ
近
頃
迄
モ
黒
奴
卜
申
シ
テ
、
亜
米
利
加
人
種
ノ
餞
奴
ガ
7
リ
タ
如
、
今
ヨ
リ
七
八
年
以
前
ニ
、
雌
腺
楓
列
 
 

庶
民
ニ
ス
ル
、
セ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
付
テ
、
南
北
両
部
ノ
戦
争
ガ
起
リ
タ
所
ガ
、
8
7
 
 
 

⑦
程
ヨ
ク
ソ
ノ
憲
法
ヲ
改
革
敦
シ
テ
、
遂
二
今
日
ノ
姿
ニ
ナ
リ
タ
デ
ゴ
ザ
ル
加
、
尤
そ
彗
暴
君
杯
モ
出
テ
度
々
騒
乱
予
起
 
 

‖
ノ
川
川
 
 
 

⑧
太
古
ノ
良
風
俗
ヲ
失
ハ
ヌ
者
ヂ
ヤ
ト
申
シ
テ
、
定
メ
テ
称
歎
ス
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ラ
ウ
刺
、
劃
樹
勢
此
ノ
世
ノ
中
ヲ
視
テ
、
 
 

ヤ
レ
曹
修
ヂ
ヤ
ノ
立
派
ヂ
ヤ
ノ
ト
云
ハ
レ
テ
ハ
、
実
二
迷
惑
千
万
ナ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
。
冊
 
 

⑥
⑨
始
終
心
ヲ
用
フ
ル
ガ
政
府
ノ
要
務
デ
、
所
謂
保
護
ノ
肝
要
ナ
ル
所
デ
ゴ
ザ
ル
刈
、
此
射
劇
J
l
行
届
イ
テ
居
レ
バ
、
利
権
ノ
コ
ト
 
 

ハ
自
然
ノ
勢
二
任
セ
テ
置
テ
、
決
シ
テ
害
ハ
ナ
イ
デ
ゴ
ザ
ル
 
m
 
 

㊥
①
先
ツ
大
要
三
通
ワ
ニ
帰
ス
ル
コ
ト
ヂ
ャ
ガ
、
ソ
ノ
第
一
論
ノ
大
意
ヲ
申
シ
テ
見
レ
バ
、
政
府
ノ
職
掌
卜
云
フ
ハ
、
川
 
 
 

②
印
度
辺
ニ
ハ
英
国
ヲ
始
メ
、
其
外
欧
州
各
国
ノ
属
国
ガ
多
ク
ゴ
ザ
ル
刺
、
君
利
始
終
其
支
配
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ヲ
好
ソ
デ
、
 
 

決
シ
テ
独
立
シ
ャ
ウ
ト
云
フ
念
ノ
ナ
イ
ト
申
ス
モ
、
T
l
 
 

⑲
釈
迦
杯
ガ
即
チ
波
羅
門
ノ
品
種
ヂ
ャ
ガ
、
此
波
羅
門
ノ
先
祖
ハ
、
天
神
ノ
ロ
カ
ラ
生
レ
、
鋸
 
 

③
臣
民
ノ
政
府
二
対
シ
テ
ノ
権
利
ニ
、
公
私
ノ
二
通
リ
ガ
ゴ
ザ
ル
ガ
、
其
私
権
ノ
内
二
モ
、
殊
二
結
構
ナ
モ
ノ
ト
云
フ
ハ
、
帥
 
 

▼
／
r
二
〓
H
ナ
タ
 
 

④
臣
民
ノ
権
利
ヲ
制
限
セ
ネ
バ
出
来
ヌ
節
ノ
事
柄
ハ
、
無
禄
全
ク
政
府
二
引
キ
受
ケ
テ
従
事
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
刺
、
刻
他
力
幸
二
 
 
 

至
リ
テ
ハ
、
臣
民
ノ
カ
ニ
及
ビ
兼
ル
コ
ト
ヲ
 
1
2
5
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塩 澤 和 子   亜
 
 
⑳
既
二
論
ジ
ク
通
リ
ノ
訳
ヂ
ャ
カ
ラ
、
先
ツ
之
ヲ
第
一
 
 

⑯
共
上
三
文
天
性
三
種
々
様
々
ノ
情
－
云
フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
刺
、
割
斗
観
列
、
不
帝
自
立
ヲ
欲
ス
ル
情
ガ
第
一
二
放
ナ
モ
ノ
デ
、
殊
 
 
 

ニ
ハ
是
レ
ガ
一
身
ノ
幸
福
ヲ
招
ク
べ
キ
紹
介
ト
ナ
ル
キ
ノ
ト
見
エ
ル
。
2
7
 
 

④
⑮
貴
族
ノ
内
ニ
モ
五
等
計
モ
ア
ル
珂
、
利
巧
べ
例
ノ
印
度
ヤ
挨
及
杯
ノ
品
種
ト
ハ
達
ッ
テ
、
8
9
 
 
 

⑲
数
百
年
前
カ
ラ
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
、
此
英
国
ノ
如
ク
早
ク
其
運
ヒ
テ
参
ラ
ナ
ン
ダ
コ
ト
ヂ
ャ
列
、
曹
べ
圃
ヨ
リ
開
化
文
 
 

明
ノ
進
歩
ガ
遅
カ
リ
タ
故
、
冊
 
 
 

⑰
厳
刑
二
処
ス
べ
シ
杯
云
フ
法
度
迄
モ
立
テ
ク
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
l
、
忍
べ
元
来
国
内
デ
製
造
ス
ル
諸
物
晶
ノ
渉
方
ヲ
多
ク
シ
テ
、
 
 
 

国
内
ノ
工
人
二
利
ヲ
得
サ
セ
且
ハ
物
品
ノ
製
造
ヲ
励
マ
サ
フ
ト
云
フ
仁
心
ヨ
リ
出
タ
コ
ト
デ
ハ
ゴ
ザ
レ
ド
モ
、
1
9
ヱ
 
 
 

⑬
足
下
、
拙
著
立
憲
政
体
略
ヲ
読
マ
レ
テ
、
所
謂
立
憲
二
政
体
ノ
大
概
ヲ
知
り
、
…
…
大
二
他
ノ
諸
政
体
二
優
ル
所
以
ヲ
モ
承
知
 
 
 

致
サ
レ
タ
刺
、
併
シ
ョ
唯
制
度
上
ノ
ミ
ノ
コ
ト
、
何
故
右
等
ノ
国
々
ニ
テ
ノ
、
政
事
ノ
施
シ
方
ヲ
モ
、
英
二
論
ゼ
ナ
ソ
ダ
 
 

ト
ノ
疑
問
、
実
二
尤
モ
ノ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
 
1
 
 
 

⑲
大
凡
一
定
シ
タ
規
則
ガ
、
一
過
リ
ハ
ゴ
ザ
ル
刺
、
対
叫
連
モ
中
々
一
朝
一
夕
二
論
ジ
尽
サ
レ
ル
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
カ
ラ
、
嚢
ミ
 
 

ヽ
ヽ
勺
上
 
 
 

⑳
比
眼
目
ヲ
遵
ス
ル
為
メ
ニ
療
治
ヲ
施
ス
ノ
ガ
、
即
チ
其
術
デ
ゴ
ザ
ル
知
、
笥
ニ
ハ
先
ツ
病
人
ヲ
診
察
シ
テ
其
病
性
ヲ
知
 
 

ル
ノ
ガ
一
大
要
件
デ
ゴ
ザ
リ
テ
、
封
 
 

（
胤
薗
其
外
刑
法
商
法
杯
種
々
ア
ル
刺
、
矧
必
ズ
右
申
ス
権
利
一
義
務
ノ
盟
律
ヨ
り
外
ノ
モ
ノ
デ
ハ
、
決
シ
テ
ナ
イ
デ
ゴ
ザ
リ
テ
 
細
 
 
 

⑳
ポ
シ
ュ
ヱ
杯
云
フ
教
化
師
、
抜
群
ノ
政
学
者
デ
ゴ
ザ
リ
タ
オ
、
矧
君
主
専
治
ヲ
無
上
ノ
良
政
体
ナ
ス
ル
論
デ
、
1
0
3
 
 

①
「
‥
…
ガ
、
‥
…
・
多
ク
ハ
…
＝
・
コ
ト
デ
・
…
‥
カ
ラ
、
…
…
」
 
 
 

⑳
其
外
様
々
ノ
事
ヲ
云
ヒ
出
ス
刺
、
剣
列
べ
尉
聞
達
ッ
タ
コ
ト
計
り
列
、
大
イ
ニ
不
罵
ノ
情
卜
権
利
ヲ
抑
制
ス
ル
引
 
用
 
 
 

⑳
世
話
ヲ
致
シ
テ
ヤ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
乍
去
此
等
ノ
モ
ノ
モ
劇
須
」
英
名
美
古
山
引
、
其
実
ハ
弊
ガ
多
ク
ア
ル
コ
ト
 
 

ヂ
ャ
カ
ラ
、
猫
 
 
 

⑳
其
外
様
々
ノ
事
ヲ
云
ヒ
出
ス
刺
、
多
－
列
ぺ
皆
間
遠
ッ
タ
コ
ト
計
リ
ガ
、
大
イ
ニ
大
罵
ノ
情
卜
権
利
ヲ
抑
制
ス
ル
刈
到
 
闇
 
 

ニ
務
メ
ル
ガ
、
併
シ
夫
レ
 
 
ノ
ミ
デ
ハ
第
 
 一
論
ノ
様
列
、
国
家
ノ
治
安
ヲ
営
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4
 
 
 
ム
ニ
足
ラ
ヌ
コ
ト
ヂ
ャ
引
、
1
1
6
 
 

（
前
件
で
述
べ
た
事
柄
に
対
し
、
後
件
で
著
者
が
価
値
判
断
を
下
す
場
合
、
「
ガ
」
の
後
に
「
実
ニ
、
誠
こ
、
甚
ダ
」
 
な
ど
の
副
詞
 
 

が
使
わ
れ
る
。
）
 
 

④
⑫
劉
子
ガ
除
天
下
乏
害
謂
之
仁
、
ト
申
シ
タ
ガ
、
彗
感
服
ナ
論
笥
叫
。
7
0
 
 
 

⑬
例
ノ
情
卜
権
利
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
雪
田
リ
ク
モ
ノ
列
可
列
．
呵
。
l
訂
 
 
 

㊨
抑
制
ス
ル
様
ニ
シ
ヤ
ウ
ー
思
フ
ノ
ヂ
ャ
刺
、
習
誤
リ
ク
コ
ト
列
、
1
5
5
 
 
 

⑳
時
勢
人
情
二
適
ス
ル
良
法
ヲ
立
テ
ク
リ
、
ト
申
シ
タ
ル
由
デ
ゴ
ザ
ル
到
、
習
此
ノ
答
コ
ソ
不
朽
ノ
確
言
笥
〃
。
1
0
1
 
 
 

⑯
太
古
ノ
質
朴
ナ
風
俗
二
復
シ
タ
ル
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
彗
困
リ
ク
モ
ノ
列
司
蛸
両
。
1
3
6
 
 
 

⑰
自
然
ノ
勢
二
任
ス
ル
ノ
ミ
云
々
、
ト
記
シ
タ
列
、
習
此
通
リ
ノ
コ
ト
ヨ
リ
叫
。
紺
 
 
 

⑳
既
二
仕
入
レ
タ
物
品
ノ
価
ガ
、
之
レ
ガ
タ
メ
ニ
突
然
低
下
ス
ル
様
ナ
コ
ト
モ
ア
ル
刺
、
箇
様
ナ
低
下
ハ
習
悲
シ
ム
ペ
キ
コ
ト
 
 

デ
ゴ
ザ
ル
。
2
1
1
 
 
 

⑪
勧
導
卜
云
フ
ハ
、
教
化
撫
育
等
ノ
コ
ト
ヲ
都
テ
申
ス
デ
ゴ
ザ
ル
刺
、
 
 
 

目
刺
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
1
2
0
 
 
 

・
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
ガ
、
実
ニ
‥
：
・
≠
 
（
ゴ
サ
ル
）
…
…
1
8
例
 
 

⑳
ニ
ッ
共
二
能
ク
揃
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ヂ
ャ
ガ
、
治
法
ノ
コ
ト
ハ
既
二
政
体
略
二
概
論
致
シ
タ
カ
ラ
 
邑
 
 

⑳
万
世
不
朽
ノ
コ
ト
ト
心
得
テ
居
ル
カ
ラ
シ
テ
、
 
 
 

ガ
開
ケ
テ
人
ノ
知
識
ガ
増
シ
テ
参
レ
バ
 
購
 
 

・
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
ガ
、
既
〓
…
…
ノ
コ
ト
ハ
…
…
論
ジ
テ
置
イ
タ
通
り
（
申
シ
タ
）
‥
＝
＝
5
例
 
 

⑳
（
立
憲
政
体
ノ
国
々
デ
ハ
）
実
二
之
ヲ
大
切
ニ
イ
タ
ス
コ
ト
ヂ
ャ
到
、
習
矧
刻
d
治
法
ヲ
定
制
ス
ル
ノ
ガ
、
治
術
ノ
一
大
急
 
 
 

務
ヂ
ャ
ト
申
シ
タ
ハ
、
即
チ
此
訳
デ
ゴ
ザ
ル
 
5
1
 
 

⑳
大
二
開
化
ノ
妨
ゲ
ト
ナ
ル
所
以
ヲ
大
略
論
ジ
マ
セ
フ
ガ
、
 
 

シ
タ
交
易
問
答
卜
云
フ
書
ニ
モ
、
荒
増
論
ジ
テ
置
夕
通
り
 
描
 
 

箇
様
ナ
コ
ト
ヲ
申
ス
ノ
ヂ
ャ
ガ
、
既
二
交
易
問
答
ニ
モ
論
ジ
テ
置
ク
通
り
、
世
 
 

既
二
此
事
ハ
僕
ガ
小
民
ノ
知
見
ヲ
聞
カ
ン
タ
メ
ニ
ト
テ
、
著
述
イ
タ
 
 
 

第
一
段
ノ
保
護
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
、
既
二
大
概
ヲ
論
シ
了
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子
 
 

和
 
 

洋
 
 

塩
 
 

140   

⑳
兎
角
商
売
ノ
業
杯
ヲ
官
二
取
リ
テ
民
ノ
剰
ヲ
奪
フ
様
ナ
コ
ト
ヲ
致
ス
ガ
、
是
ハ
実
以
ッ
テ
悪
ム
ペ
キ
ノ
極
デ
、
m
 
 

⑨
⑲
夫
レ
ヲ
至
極
ノ
仁
政
卜
思
テ
居
ル
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
歯
列
先
後
鍵
急
ノ
序
ヲ
誤
リ
タ
コ
ト
列
、
l
罰
 
 
 

㊨
自
然
農
ヲ
嫌
テ
商
二
転
ズ
ル
キ
ノ
モ
ア
ル
珂
、
是
レ
ハ
埼
列
宜
シ
ク
ナ
イ
コ
ト
笥
カ
ラ
、
川
 
 
 

⑫
此
権
利
ヲ
有
ス
ル
人
デ
ナ
ケ
レ
バ
、
出
来
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
タ
ガ
、
是
レ
ハ
劃
列
宜
シ
ク
ナ
イ
コ
ト
男
、
椚
 
 
 

⑬
之
レ
ガ
為
メ
ニ
騰
貴
ヲ
生
ズ
ル
様
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
刺
、
是
レ
等
ハ
笥
以
テ
宜
シ
タ
ナ
イ
コ
ト
列
、
ヱ
0
9
 
 
 

㊨
之
レ
ガ
為
メ
ニ
又
騰
貴
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
刺
、
是
レ
等
ハ
笥
以
テ
宜
シ
ク
ナ
イ
コ
ト
可
鋤
 
 
 

⑮
其
商
売
ハ
此
権
利
ヲ
有
ス
ル
人
デ
ナ
ケ
レ
バ
、
出
来
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
タ
刺
、
是
レ
ハ
剋
列
宜
シ
ク
ナ
イ
。
l
－
3
 
 
 

㊨
夫
レ
デ
利
権
ヲ
官
二
取
リ
タ
積
リ
デ
居
ル
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
薗
列
心
得
達
男
d
東
山
。
1
－
7
 
 
 

⑰
政
府
デ
其
定
価
ヲ
定
メ
テ
、
夫
レ
デ
利
権
ヲ
官
二
取
リ
タ
積
リ
デ
居
ル
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
翳
心
得
違
列
功
．
や
叫
。
1
－
7
 
 

㊨
⑳
国
老
君
之
本
、
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
誠
二
感
服
ナ
語
デ
ゴ
ザ
リ
テ
、
1
1
g
 
 

④
⑳
務
メ
テ
利
権
ハ
官
二
操
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ヂ
ャ
ト
思
フ
ノ
ヂ
ャ
刺
、
是
レ
ガ
男
州
ノ
心
得
違
イ
デ
l
到
両
刃
。
m
 
 

三
・
（
デ
ア
ラ
ウ
）
ガ
、
是
亦
（
又
）
…
…
デ
、
（
〓
ナ
ル
）
…
…
5
例
 
 

（
こ
れ
は
前
件
で
述
べ
た
事
柄
に
対
し
、
後
件
で
著
者
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
ほ
前
件
と
前
前
件
の
内
容
と
が
 
 

並
列
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
）
 
 
 

⑳
箇
様
ナ
政
事
ハ
至
極
有
難
イ
コ
ト
ノ
様
二
思
ハ
レ
ル
デ
ア
ラ
ウ
判
、
風
水
熟
考
シ
テ
見
ル
ト
、
箇
様
ナ
輩
ノ
タ
メ
ニ
モ
実
ハ
不
 
 
 

仁
政
「
ヨ
刃
。
1
1
7
 
 
 

⑳
鮭
ク
腐
儒
杯
ノ
ロ
僻
ノ
様
二
申
ス
コ
ト
ヂ
ャ
珂
、
男
不
吊
ノ
情
卜
権
利
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
男
、
甚
ダ
シ
イ
心
得
達
デ
ゴ
ザ
 
 

ル
。
1
～
1
 
 
 

⑳
其
売
レ
方
ヲ
悪
ク
シ
ャ
ウ
ト
テ
、
輸
入
品
ノ
運
上
ヲ
高
ク
シ
タ
コ
ト
モ
ア
ル
加
、
感
謝
国
内
ノ
物
品
ヲ
能
ク
売
レ
ル
鱒
ヨ
封
、
 
 
 

工
人
二
損
フ
サ
セ
ヌ
志
デ
ゴ
ザ
リ
テ
、
1
9
5
 
 

⑳
稜
々
ノ
議
論
ヲ
唱
ヘ
ル
加
、
忍
耐
多
ク
ハ
英
名
ノ
ミ
芙
当
叫
列
、
其
実
ハ
却
テ
国
家
ノ
幸
ヲ
生
ジ
易
イ
認
可
。
皿
 
 

⑳
売
ル
コ
、
ト
ヲ
専
ラ
ニ
致
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
申
ス
コ
ト
ガ
ア
ル
位
ノ
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
剋
諷
大
間
達
ヒ
ナ
理
屈
列
、
M
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（6）  

…
・
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
ガ
、
是
レ
ガ
既
チ
…
…
テ
…
…
3
例
 
 

（
前
件
で
述
べ
た
事
柄
を
後
件
で
反
復
す
る
。
）
 
 

シ
モ
定
則
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
ナ
ク
テ
、
唯
練
磨
ノ
、
三
一
ヨ
ル
モ
ノ
カ
ト
云
フ
ニ
、
決
シ
テ
左
様
デ
ハ
ナ
イ
。
1
1
 
 

⑳
治
術
ノ
第
一
急
務
デ
ゴ
ザ
ル
刺
、
左
様
ナ
ラ
ぺ
此
事
サ
へ
健
二
出
来
レ
ぺ
、
夫
レ
デ
政
府
ノ
職
掌
ハ
済
ム
カ
〓
一
ヨ
、
決
シ
 
 
 

テ
左
様
デ
ハ
ナ
イ
 
川
 
 

⑳
是
レ
ガ
即
チ
此
情
ノ
天
性
ニ
ア
ル
確
証
デ
ゴ
ザ
ル
刺
、
琴
フ
ぺ
何
故
此
情
ガ
幸
福
ヲ
招
ク
べ
キ
紹
介
ト
ナ
ル
〓
副
丸
司
、
此
情
 
 
 

ガ
ア
レ
バ
コ
ソ
、
調
 
 

⑳
此
三
ツ
ヲ
保
護
ス
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
痢
、
借
然
ラ
ぺ
権
利
卜
義
務
ノ
ニ
ッ
ガ
互
ヒ
二
億
ク
行
ハ
レ
テ
参
ル
様
ニ
ス
ル
ニ
ハ
如
何
 
 
 

様
ニ
ス
レ
バ
出
来
ル
H
ヨ
、
先
ツ
…
…
4
～
 
 

⑳
必
ス
先
ツ
心
得
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ー
大
要
件
ガ
ア
ル
刺
、
借
夫
レ
ハ
先
ツ
如
何
様
ナ
コ
ト
ヂ
ャ
』
コ
ハ
」
ニ
l
、
決
シ
テ
六
ケ
敦
コ
ト
デ
 
 
 

モ
何
デ
モ
ナ
イ
。
詑
 
 

⑳
又
別
ニ
ッ
結
構
ナ
性
ヲ
賜
ハ
リ
テ
ア
ル
加
、
夫
レ
ハ
又
何
ヂ
ャ
〓
一
ヨ
、
所
謂
…
：
3
1
 
 

‥
…
・
ガ
、
滋
ニ
ー
ツ
＜
今
一
ツ
＞
…
‥
・
2
例
 
 

㊧
借
ソ
コ
デ
、
話
ガ
チ
ト
番
シ
ク
ナ
リ
ス
ギ
ル
ガ
、
謝
ヨ
話
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ガ
ア
ル
 
7
9
 
 

⑳
諸
権
利
ノ
コ
ト
ハ
、
又
別
二
論
ズ
ル
デ
ゴ
ザ
ラ
ウ
珂
、
併
シ
剖
．
↓
メ
論
ゼ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
権
利
ガ
ア
ル
。
9
3
 
 
 

・
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
ガ
、
其
後
…
…
〓
従
テ
、
追
々
‥
…
・
3
例
 
 
 

⑳
始
終
先
生
ノ
手
並
ミ
ヲ
見
馴
レ
ネ
バ
、
 
 

⑳
年
限
ヲ
定
メ
テ
、
其
間
ハ
共
著
計
二
専
売
ノ
権
利
ヲ
与
エ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
是
レ
ハ
即
チ
百
工
技
芸
ヲ
助
マ
ス
コ
 
 
 

・
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
ガ
、
…
…
 

（
ス
レ
）
 
パ
…
…
ト
云
フ
 
（
申
ス
）
 
〓
…
…
6
例
 
 

⑳
此
代
議
士
ト
ナ
ル
ペ
キ
老
ヲ
選
択
ス
ル
権
利
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
、
是
レ
ガ
即
チ
民
ノ
心
ヲ
以
テ
民
ヲ
治
ム
ル
所
以
デ
、
鋸
 
 

⑮
其
株
ヲ
買
ハ
ネ
バ
、
 
 
 

ナ
イ
 
ー
ー
5
 
 

其
商
売
ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
法
デ
ア
リ
タ
ガ
l
、
剋
り
列
即
列
可
ハ
粛
町
－
デ
ゴ
ザ
リ
テ
、
甚
ダ
宜
シ
ク
 
 

迫
モ
ワ
カ
ル
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
、
 
 

併
シ
左
様
ナ
ラ
バ
撃
剣
ニ
モ
囲
碁
ニ
モ
少
 
 

ト
デ
、
1
7
1
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13名  

a B  
⑳
戎
ハ
殺
教
サ
レ
ル
様
ナ
コ
ト
デ
ア
リ
タ
ガ
、
其
後
漸
ク
文
明
二
赴
ク
ニ
従
テ
、
追
々
此
事
ノ
天
理
二
背
ク
ー
云
フ
議
論
ガ
起
リ
 
 
 

テ
、
鋸
 
 

⑳
下
ハ
都
人
士
郷
民
杯
ヲ
窓
二
苛
虐
シ
タ
コ
ト
デ
ア
リ
タ
痢
、
矧
矧
漸
ク
知
識
ノ
開
ケ
ル
可
租
列
、
判
利
卜
貴
族
ノ
権
威
ガ
衰
へ
 
 

⑳
久
シ
ク
其
政
体
ノ
改
革
モ
ナ
カ
リ
タ
コ
ト
ヂ
ャ
刺
、
剤
矧
例
ノ
孟
待
斯
答
或
ハ
意
騒
杯
、
其
外
多
ク
ノ
大
学
者
ガ
全
テ
、
追
々
 
 
 

公
明
正
大
ノ
議
論
ヲ
唱
へ
テ
、
1
0
3
 
 

…
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
 
ガ
、
ソ
コ
デ
…
…
3
例
 
 

⑳
治
術
ノ
定
則
ト
モ
云
フ
べ
キ
モ
ノ
ヲ
荒
増
論
ズ
ル
デ
ゴ
ラ
ラ
ウ
ガ
、
ソ
コ
デ
此
定
則
ヲ
学
プ
ニ
ハ
、
先
ツ
第
二
 
】
一
治
国
ノ
本
意
 
 
 

卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
知
ル
ガ
肝
心
デ
、
是
レ
ガ
即
チ
治
術
ノ
眼
目
ニ
ナ
ル
。
l
ヰ
 
 

⑲
是
レ
カ
ラ
此
治
術
ノ
施
シ
方
ヲ
大
略
申
ス
デ
ゴ
ラ
ウ
ガ
l
、
刊
判
男
鹿
々
申
ス
如
ク
、
人
々
ノ
交
際
ノ
上
ニ
ハ
 
4
5
 
 

⑳
債
謡
ガ
チ
ト
横
道
ェ
這
入
リ
タ
刺
、
可
可
列
君
主
壇
制
ハ
、
右
ノ
如
ク
実
二
悪
ム
べ
キ
政
体
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
、
又
君
主
専
治
ノ
政
 
 
 

体
卜
申
ス
ハ
、
6
2
 
 
 

そ
の
他
…
‥
・
」
4
例
 
 

⑫
臣
民
ノ
生
命
権
利
及
ビ
私
有
ノ
三
ツ
ヲ
保
護
ス
ル
ヲ
第
一
ノ
要
務
ト
ス
ル
ポ
、
併
シ
右
ノ
国
々
ノ
内
ニ
モ
、
自
ラ
開
化
文
明
ノ
 
 
 

遅
速
モ
ア
リ
、
又
国
々
ニ
テ
人
情
風
俗
モ
自
ラ
相
違
シ
テ
居
ル
故
 
1
0
8
 
 

⑳
是
レ
カ
ラ
ハ
即
チ
勧
導
ノ
一
段
ヲ
荒
増
論
ズ
ル
デ
ゴ
ザ
ラ
ウ
ガ
、
度
々
申
シ
タ
如
ク
、
保
護
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
、
治
績
ノ
第
一
急
 
 
 

務
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
剖
 
 

⑲
随
分
右
様
ナ
愚
政
ヲ
施
シ
タ
例
ガ
如
何
程
主
ア
ル
列
、
☆
三
≡
例
ヲ
挙
ゲ
テ
申
セ
バ
、
皿
 
 

⑮
臣
民
ヲ
勧
導
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
筋
ノ
事
モ
多
ク
ゴ
ザ
ル
ガ
l
、
乍
去
縦
令
此
正
シ
イ
筋
ノ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
矢
張
憲
法
ノ
状
二
諭
ジ
タ
 
 
 

通
り
、
先
ツ
第
一
二
 
 
 

手
柄
の
対
比
‥
…
・
8
例
 
 
 

共
存
…
…
4
例
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（2）  （1）b  C
 
‥
…
・
ウ
 
（
ヨ
ウ
）
 
ガ
…
…
マ
イ
ガ
…
‥
・
1
例
 
 
 

⑳
属
国
ニ
ナ
ラ
ウ
剰
何
ニ
ナ
ラ
ウ
利
、
唯
安
ジ
テ
共
生
命
ヲ
保
ツ
コ
、
ト
サ
へ
出
来
レ
バ
、
7
2
 
 
 

⑯
憲
法
ヲ
制
立
ス
ル
ニ
付
イ
テ
ハ
、
先
ズ
能
ク
此
情
卜
権
利
ト
ヲ
限
制
セ
ヌ
様
ニ
、
致
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
申
シ
タ
ガ
、
 
 
 

又
勧
導
ヲ
ナ
ス
ニ
付
テ
モ
、
能
ク
此
道
理
ヲ
知
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
デ
 
は
 
 

⑳
丁
ガ
丙
ノ
従
僕
ト
ナ
レ
パ
、
丁
ニ
ハ
丙
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
テ
、
其
用
二
服
事
ス
ル
ノ
義
務
ガ
ア
ル
刺
、
其
代
リ
ニ
ハ
又
丙
ヨ
リ
給
 
 
 

俸
ヲ
取
ル
べ
車
種
利
ガ
ア
リ
、
相
 
 

⑳
君
主
檀
制
ハ
、
右
ノ
如
ク
実
二
憎
ム
べ
キ
政
体
デ
ゴ
ザ
ル
利
、
又
君
主
専
治
ノ
政
体
卜
申
ス
ハ
、
遭
制
ヨ
リ
ハ
余
程
開
化
シ
タ
 
 
 

政
体
デ
、
6
2
 
 

⑬
左
様
ス
レ
バ
、
一
人
ノ
儲
二
二
朱
ヂ
ャ
加
、
二
百
人
工
構
レ
パ
、
三
十
七
両
二
分
ノ
儲
、
三
百
人
二
積
レ
バ
五
十
六
両
一
分
ノ
 
 
 

儲
ガ
ア
ル
カ
ラ
、
踊
 
 
 

対
比
、
反
対
、
矛
盾
…
・
＝
4
例
 
 

‥
（
デ
ゴ
ザ
ル
）
 
ガ
…
＝
こ
丁
ハ
…
＝
・
デ
ハ
ナ
ク
…
‥
・
（
テ
ゴ
サ
ル
）
カ
ラ
＝
…
・
2
例
 
 

⑳
庸
医
ノ
拙
治
ハ
、
其
度
毎
二
誤
リ
テ
人
ヲ
殺
シ
タ
所
ガ
、
僅
二
数
百
人
力
数
千
人
ニ
ハ
過
ギ
ヌ
コ
ト
ヂ
ャ
列
、
政
府
ガ
治
術
ヲ
 
 
 

誤
リ
テ
ハ
、
遂
二
億
兆
ヲ
困
シ
メ
ル
様
ナ
コ
ト
ニ
ナ
ル
カ
ラ
、
実
二
世
ノ
中
二
 
飢
 
 

⑪
常
平
倉
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
モ
、
格
別
難
ク
ハ
ナ
カ
リ
タ
デ
ゴ
ザ
ラ
ウ
加
、
当
今
ノ
様
二
迫
々
閲
ケ
テ
参
リ
テ
ハ
、
政
府
ノ
費
ト
イ
 
 
 

7
モ
ノ
モ
、
中
々
容
易
ナ
コ
ト
列
人
．
可
烈
、
英
仏
等
ノ
如
キ
富
強
ノ
国
々
デ
ス
ラ
、
毎
年
尋
常
ノ
物
人
サ
ヘ
キ
償
ヒ
切
レ
ヌ
程
 
 
 

ノ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
1
6
5
 
 

…
（
テ
ゴ
ザ
ル
）
 
ガ
、
併
シ
 
（
決
シ
テ
）
…
…
こ
丁
ハ
ナ
イ
‥
…
・
2
例
 
 

⑳
殊
二
此
事
ハ
専
ラ
施
政
権
柄
二
属
ス
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
、
鍬
河
第
二
論
／
様
二
今
日
交
際
上
ノ
諸
事
、
何
一
ツ
ト
シ
テ
臣
民
 
 
 

二
任
セ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
悉
ク
政
府
デ
ス
ル
上
云
フ
訳
列
】
パ
J
ハ
」
刈
。
1
1
8
 
 

⑳
人
ハ
善
悪
二
拘
ハ
ラ
ズ
、
如
何
程
不
馬
自
立
ノ
情
ヲ
怒
ニ
シ
テ
モ
、
ヨ
イ
モ
ノ
ノ
様
二
思
ハ
レ
ル
オ
、
決
シ
テ
左
様
デ
ハ
ナ
イ
。
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136  

以
上
『
其
政
大
意
』
に
見
ら
れ
る
「
が
」
の
用
例
を
意
味
区
分
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
を
「
が
」
に
後
続
す
る
形
態
に
上
っ
て
下
位
 
 

区
分
を
試
み
て
み
た
。
結
果
と
し
て
『
真
政
大
意
』
で
は
、
接
続
助
詞
の
「
が
」
の
用
法
は
そ
の
大
半
が
、
題
E
の
提
示
と
か
前
置
 
 

き
と
し
て
使
い
、
後
件
に
結
び
付
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
が
」
に
よ
っ
て
繋
る
前
件
と
後
件
の
繋
り
は
極
め
て
ゆ
る
い
も
の
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
注
意
し
た
い
の
は
「
が
」
に
後
続
す
る
節
は
、
そ
の
大
半
が
切
れ
る
こ
と
な
く
さ
ら
に
別
の
接
続
助
詞
な
ど
 
 

を
要
求
し
て
続
く
形
を
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
節
相
互
の
論
理
関
係
が
曖
昧
と
な
り
、
文
と
し
て
ま
と
ま
り
に
か
 
 

け
た
も
の
と
な
る
。
長
文
化
す
る
原
因
の
一
つ
と
見
傲
せ
る
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
繋
り
な
す
る
「
が
」
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
書
き
 
 

言
葉
と
し
て
の
言
文
一
致
体
を
完
成
す
る
上
で
是
非
と
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。
 
 

5
 
む
 
す
 
び
 
 

『
真
政
大
意
』
を
始
め
と
す
る
明
治
初
期
の
啓
蒙
書
の
文
章
ほ
、
言
文
一
致
体
の
端
緒
を
開
い
た
も
の
と
し
て
史
的
意
義
の
あ
る
 
 

も
の
で
あ
る
が
、
書
き
言
葉
と
し
て
の
言
文
一
致
体
の
成
立
を
考
え
る
と
き
そ
こ
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
多
く
の
問
題
を
 
 

抱
え
て
い
た
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。
本
稿
で
は
『
其
政
大
意
』
の
長
文
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
長
文
と
な
る
原
因
を
探
る
こ
と
を
 
 

中
心
に
考
察
を
進
め
て
き
た
。
文
の
構
造
面
か
ら
の
問
題
、
独
立
節
を
始
め
と
す
る
並
立
文
を
構
成
す
る
節
の
多
用
化
傾
向
、
そ
し
 
 

て
そ
の
節
を
構
成
す
る
節
の
形
態
と
意
味
用
法
の
問
題
か
ら
接
続
助
詞
「
が
」
に
焦
点
を
当
て
て
用
例
の
検
討
を
試
み
た
わ
け
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

考
察
の
結
果
、
長
文
化
す
る
原
因
は
、
節
相
互
の
連
接
関
係
を
明
示
す
る
は
ず
の
接
続
助
詞
を
曖
昧
に
使
っ
て
い
る
こ
と
に
帰
着
 
 

（
注
2
）
 
 

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
進
藤
咲
子
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
期
の
新
聞
記
事
に
も
な
ん
ら
因
果
関
係
の
な
い
「
が
」
の
多
用
が
 
 

日
立
つ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
当
時
の
有
識
者
が
、
漢
文
書
き
下
し
体
の
よ
う
な
書
き
言
葉
と
は
違
う
、
話
し
言
葉
に
よ
る
 
 

文
章
を
試
み
た
時
、
論
を
展
開
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
接
続
助
詞
を
使
う
べ
き
か
、
然
る
べ
き
規
準
が
し
っ
か
り
と
立
っ
て
い
な
か
 
 

っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
す
る
。
従
っ
て
接
続
助
詞
を
適
切
に
使
い
こ
な
す
こ
と
は
、
書
き
言
葉
と
し
て
の
言
文
 
 

一
致
体
の
成
立
に
は
不
可
欠
の
要
件
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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